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１．事業の概要

本年７月の中央環境審議会答申において、国際環境協力の今後の展開に関し

ては、我が国が東アジアの環境管理の仕組みの改善に重点を置いて、リーダー

シップを発揮すべきとの方向性が示された。このためには、まず、東アジア地

域共通の懸念事項である酸性雨等の越境大気汚染問題に対して、東アジア酸性

雨モニタリングネットワーク（ＥＡＮＥＴ）等、既に積極的に進められている

活動を基盤として、先導的に環境管理の枠組みを構築することが有意義である。

ＥＡＮＥＴについては、本年１１月に新潟で開催される政府間会合において、

設立の法的基盤の強化（地域協定化）を目指した検討の開始と、中期的な取組

に関する計画について合意した。

このため、来年度からは、協定化等の枠組み強化の検討を促進するため、協

定化へ向けた戦略検討や、協定化に向けたより体系的な活動の展開を進める。

２．事業計画

ＥＡＮＥＴ協定化等については参加国間の様々な意見があることから、関係

国からなる議論をリードするグループを設置し、戦略の検討及び議論促進を図

る。また、各国からの排出量把握及びその影響の把握及び推定について、各

国協働で取り組むことにより、協定化の必要性を示す知見を共有し、かつ、

作業の協働実施により、各国の環境管理向上に資する。

H18 H19 H20 協

議論をリードするグループの形成と戦略検討 定

協定化の必要性等に係る知見共有事業 化

～各国環境管理能力向上にも資する 交

①排出量把握・精度向上等技術指導 ②東アジア各国の 渉

研究者による汚染物質の越境移動に係るシミュレーション

結果の比較 ③経済損失等の影響に関する共同研究

３．施策の効果

酸性雨等への各国の対応を改善することにより、東アジア地域における環境

管理能力の向上に寄与することが期待できる。



○各国施策立案のためのキャパシティ・ビルディングを協働して行っていく。

地域協定化

東アジア酸性雨等環境管理に向けた枠組構築
平成17年度 18年度 19年度 20年度

○ＥＡＮＥＴ協定化等については参加国間の様々
な意見があることから、関係国からなる議論を
リードするグループを設置し、戦略の検討及び議
論促進を図る。（★ 戦略検討及び会議開催）

★ 新規予算要求
※ 拠出金等対応

国際環境協力専門委員会報告
・東アジアの重要性

議論をリードするグループによる戦略の検討

平成17年11月
第７回政府間会合

（新潟）

協定化フィージビリティス
タディ
協定化等の枠組みにつ
いての検討開始に合意
(新潟決定）

中期計画
今後５年間の活動計画
→今後の活動計画を示す
ことにより、各国からの
資金拠出を促進

①排出量の把握等
排出量把握のためのＥＡ
ＮＥＴガイドラインの策
定、国別作成支援、日本
からの専門家派遣等
（★ ガイドライン策定
調査、国別ＷＳ、専門家
派遣）

③酸性雨被害に
よる経済損失等
影響調査
農作物被害の
蓋然性とその経
済損失等、調査
研究
（★共同調査研
究）

②東アジア各国の研究者
による汚染物質の越境移
動に係るシミュレーション結
果の比較相互理解の促進
これまでに開発したモデ
ルを用いて、東アジア各
国のデータをインプット
し、結果を比較
(★共同調査研究)

第８回政府間
会合 ※

第１０回政府間
会合 ※

第９回政府間
会合 ※

概ね３年以内
に結論を得て
協定化に進む

協定化の必要性等に係る知見共有のための事業


